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ਃ੥ऀɿখ઒ହ࿕
ओ࿦จ୊໨ɿFunctorial approaches to Auslander-Reiten theory and Singularity cat-
egories

Ճ๏ݍA͔ΒΞʔϕϧ܈ͷݍAb΁ͷ൓มՃ๏తؔखΛAՃ܈ͱݺͿɻ͜Ε͸؀
্ͷՃ܈ͷ֓೦ͷࣗવͳ֦ுͰ͋Γɺ༗ݶදࣔͳAՃ܈ͱͦΕΒͷؒͷࣗવม׵ͷ
ͳ͢ݍΛmodAͱද͢ɻmodA͕ΞʔϕϧݍΛ੒͢͜ͱͱA͕ऑ֩Λͭ࣋͜ͱ͕ಉ
஋Ͱ͋ΔɻA͕ମ k্ͷ૒ରత kݍ (dualizing k-variety)ͳΒ͹ɺmodA͸े෼ଟ͘
ͷࣹӨతର৅ͱೖࣹతର৅Λͭ࣋ΞʔϕϧݍͰ͋Γɺ࠶ͼ૒ରత kݍͱͳΔɻಛʹ༗
ݩ࣍ݶ kଟ؀ݩΛ্ͷՃݍ܈A = modΛ͸૒ରత kݍͰ͋Γɺ͜ͷ৔߹ʹmodAΛ
ௐ΂Δ͜ͱ͸ଟ؀ݩͷදݱ࿦ͰجຊతͰ͋Δɻ
ຊ࿦จ͸ೋ෦ߏ੒Ͱ͋ΓɺୈҰ෦Ͱখ઒ࢯ͸ɺ૒ରత kݍAʹରͯ͠modAΛௐ

΂͍ͯΔɻಛʹAͷؔखత༗ݶ෦෼ݍBʹରͯ͠ɺҎԼͷΞʔϕϧݍͷ recollement
͕ଘ͢ࡏΔ͜ͱΛূ໌ͨ͠ɻ

mod (A/[B]) !! modA !!
""
"" modB""

""

͜ΕΛA = modΛʹద༻͢Δ͜ͱʹΑΓɺAuslanderʹΑΔݹయతͳݍಉ஋

mod (modΛ)

mod (modΛ)
∼= modΛ

͕ճ෮͞ΕΔɻ·ͨখ઒ࢯ͸ɺ૒ରతkݍAͱɺmodAͷؔखత༗ݶ෦෼ݍBͰprojA
ͱ injAΛؚΉ΋ͷʹରͯ͠ɺBՃ܈Xʹର͢ΔAuslander-Bridger׬શྻ

0 → Ext1Bop(TrX,B) → X → X∗∗ → Ext2Bop(TrX,B) → 0

্͕ͷ recollementʹ૬౰͢Δ΋ͷ͔Βࣗવʹಋ͔ΕΔ͜ͱΛࣔͨ͠ɻ
Auslanderͷෆ଍ެࣜ͸ɺ૒ରత kݍAʹରͯ͠ɺB = modAͷ׬શྻ δ : 0 →

X → Y → Z → 0͔Βੜ͡Δ BՃ܈ δ∗ͱ BopՃ܈ δ∗ͷؔ܎Λهड़͢Δ΋ͷͰ͋Δɻ
খ઒ࢯ͸ୈҰ෦ͷޙ࠷ͰɺB͕modAͷnஂ܏෦෼ݍͷ৔߹ʹnෆ଍ެࣜΛ༩͑ɺ͞
ΒʹͦͷԠ༻ͱͯ͠ɺBʹ͓͚Δn-Auslander-Reiten૒ରੑͷผূ໌Λ༩͑ͨɻn = 1
ͷ৔߹ʹ͸ݹయతͳ݁ՌΛճ෮͢Δ΋ͷͰ͋Δɻ͜ͷ෦෼ͷ݁Ռ͸ɺJasso-Kvamme
Β΋ಉظ࣌ʹಠཱʹ༩͍͑ͯΔ͕ɺઃఆ΍ূ໌͕एׯҟͳΔɻ

ୈೋ෦Ͱখ઒ࢯ͸ɺऑ֩Λͭ࣋Ճ๏ݍAͷಛҟݍ
Dsg(A) = Db(modA)/Kb(projA)

Λௐ΂͍ͯΔɻಛҟݍ͸ 80೥୅ʹ BuchweitzʹΑͬͯಋೖ͞Εͨ΋ͷͰɺۙ೥Ͱ͸
OrlovΒʹΑͬͯϛϥʔରশੑʹԠ༻͞Ε͍ͯΔɻGorenstein؀ Λͷಛҟݍ Dsg(Λ)
͸ɺCohen-Macaulay ΛՃ܈ͷ҆ఆݍʹଞͳΒͳ͍ɻೋͭͷಛҟݍͷؒͷ֯ࡾಉ஋͸ɺ
ಋདྷݍಉ஋ͷࣗવͳ֦ுͱ༷ͯ͠ʑͳ͕ڀݚͳ͞Ε͖ͯͨɻྫ͑͹ɺ؀Λͱͦͷႈ౳
ݩ eʹରͯ͠ɺΛͱ eΛe͕ಛҟݍಉ஋ͱͳΔͨΊͷे෼৚͕݅Xiao-Wu ChenʹΑͬ  

て与えられている。小川氏はその加法圏類似として、弱核を持つ加法圏Aの反変有
限部分圏 Bに対して、制限関手Db(modA) → Db(modB)が特異圏同値
(1) Dsg(A) ≃ Dsg(B)
を導くための十分条件を与えた。さらにその応用として、アーベル圏Aとその部分
圏Bに対するAuslander-Buchweitz型条件を導入し、それから特異圏同値 (1)が導か
れることを示した。一例として、ネター環Λの余傾加群 T から特異圏同値

Dsg((modΛ)/[T ]) ≃ Dsg((
⊥T )/[T ])

が得られ、さらにこれをGorenstein環Λに適用することにより、松井-高橋の特異圏
同値Dsg(modΛ) ≃ Dsg(CMΛ)が回復される。
本論文で与えられた諸結果は当該分野において新しい知見を与えるものであり、本論

文は学位論文として十分な内容を持つものであると判断する。第一部の内容はApplied
Categorical Structures誌からの出版が確定しており、第二部の内容も arXivにて公開
されている。1月 25日に本論文に関する公開学位審査セミナーを行った。明快な講演
と的確な質疑応答を通じて、申請者が博士の学位を取得するに足る学識を有すること
を確認した。
以上によって、学位審査委員会は、申請者には博士（数理学）の学位が授与される

資格があるものと判断する。

学位審査委員会
石井亮（主査）
伊山修（指導教員）
加藤希理子（協力教員、大阪府立大学）
齊藤博
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ͯ༩͑ΒΕ͍ͯΔɻখ઒ࢯ͸ͦͷՃ๏ࣅྨݍͱͯ͠ɺऑ֩Λͭ࣋Ճ๏ݍAͷ൓ม༗
ݍ෦෼ݶ Bʹରͯ͠ɺ੍ؔݶखDb(modA) → Db(modB)͕ಛҟݍಉ஋
(1) Dsg(A) ≃ Dsg(B)
Λಋͨ͘Ίͷे෼৚݅Λ༩͑ͨɻ͞ΒʹͦͷԠ༻ͱͯ͠ɺΞʔϕϧݍAͱͦͷ෦෼
ݍ Bʹର͢Δ Auslander-Buchweitzܕ৚݅Λಋೖ͠ɺͦΕ͔Βಛҟݍಉ஋ (??)͕ಋ
͔ΕΔ͜ͱΛࣔͨ͠ɻҰྫͱͯ͠ɺωλʔ؀Λͷ༨܏Ճ܈ T ͔Βಛҟݍಉ஋

Dsg((modΛ)/[T ]) ≃ Dsg((
⊥T )/[T ])

͕ಘΒΕɺ͞Βʹ͜ΕΛGorenstein؀Λʹద༻͢Δ͜ͱʹΑΓɺদҪ-ڮߴͷಛҟݍ
ಉ஋Dsg(modΛ) ≃ Dsg(CMΛ)͕ճ෮͞ΕΔɻ

ຊ࿦จͰ༩͑ΒΕͨॾ݁Ռ͸౰֘෼໺ʹ͓͍ͯ৽͍͠஌ݟΛ༩͑Δ΋ͷͰ͋Γɺຊ࿦
จ͸ֶҐ࿦จͱͯ͠े෼ͳ಺༰Λͭ࣋΋ͷͰ͋Δͱ൑அ͢ΔɻୈҰ෦ͷ಺༰͸Applied
Categorical Structures͔ࢽΒͷग़൛͕֬ఆ͓ͯ͠Γɺୈೋ෦ͷ಺༰΋ arXivʹͯެ։
͞Ε͍ͯΔɻ1݄ 25೔ʹຊ࿦จʹؔ͢Δެ։ֶҐ৹ࠪηϛφʔΛͨͬߦɻ໌շͳߨԋ
ͱత֬ͳ࣭ٙԠ౴Λ௨ͯ͡ɺਃ੥ऀ͕ത࢜ͷֶҐΛऔಘ͢Δʹ଍ΔֶࣝΛ༗͢Δ͜ͱ
Λ֬ೝͨ͠ɻ
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